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 おはようございます。 

 委員の皆様におかれましては、公私とも大変お忙しいところ、また暑い中、総会に

ご出席いただき、誠にありがとうございます。 

 本日の総会は、先月に引き続き農業振興地域整備計画の変更に係る追加案件がござ

います。議案書に記載のとおり大曲企業団地整備事業の実施に伴う案件ですので、今

回は大曲地区の推進委員を招集しております。そこで、本日は市の農業振興課から杉

山課長と須田主査に出席いただいております。また、企業立地推進課から加藤課長と

大山主任に出席いただいております。 

 この後、議案の説明等をお願いしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 本日、欠席の届出は、４番、本間隆喜委員、１２番、佐藤敏光委員、１３番、高橋

勝範委員から出ております。 

 それでは、定刻となりましたので、ただいまから第２８回大仙市農業委員会総会を

開催します。 

                                                    (午前１０時 開会) 

 

 初めに、会長からご挨拶をいただきます。 

 

（会長挨拶） 

 
 ありがとうございました。 

 会議に先立ち、出席委員数をご報告させていただきます。ただいまの出席者は２１

名となっております。会議規則第９条の規定による定足数に達しており、本総会は成

立していることをご報告申し上げます。 

 続きまして、前回７月７日の総会から本日までの主な業務報告を申し上げます。お

手元に配付しております第２８回総会までの業務報告書をご覧願います。 

 ７月７日に、第２７回農業委員会総会を委員２３名、推進委員３１名の出席をいた

だき、大曲交流センターにおいて開催しております。 

 ７月２０日には、広報専門委員会を委員９名の出席をいただき、神岡庁舎２階情報

活動室において開催しております。１０月１日発行の「農業委員会だより」第２３号

の掲載記事についてご協議いただいております。 

 ８月４日には、令和４年度市町村農業委員会地区別研修会が横手市民会館で開催さ

れ、委員１３名、推進委員２０名が出席しております。 

 その他の業務につきましては、配付いたしました資料のとおりとなっておりますの

で、ご確認いただきたいと存じます。 

 以上で主な業務報告といたします。 

 それでは、大仙市農業委員会会議規則により、会議の進行は会長にお願いいたしま

す。 

 

 本日の会議を開催します。 

 初めに、議事録署名委員を決めたいと思いますが、当席より指名することにご異議

ございませんか。 

（異議なしの声） 

 
 異議なしと認め、１６番、鈴木靖浩委員、１７番、佐々木忠永委員の両名を議事録

署名委員に指名いたします。 

 

 議案第１号の「大仙農業振興地域整備計画の変更に対する意見について」を議題と

します。 
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事務局長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

農業振興課 

 議案第１号 大仙農業振興地域整備計画の変更に対する意見について 
   大仙農業振興地域整備計画に係る農用地利用計画の変更について、農業振興地 

域の整備に関する法律施行規則第３条の２の規定に基づき、大仙市長より、大仙 

市農業委員会会長宛てに諮問があったので、意見を求める。 
   令和４年８月１０日提出 
   大仙市農業委員会 会長 細谷精悦 
 

 本案件について農業振興課の説明を求めます。 
 

 

 農業振興課の杉山と申します。 

 日頃より、農業委員の皆様、最適化推進委員の皆様には、市の農業施策に関しましてご理解、また

ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 本日、農業振興課からは私と須田康平主査、そして企業団地のほうを担当していただいている企業

立地推進課からは加藤健一郎課長と大山貴史主任が出席しております。説明のほうは農業振興課で、

質問は企業立地のほうでお答えしたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 議案第１号についてでございますが、大仙農業振興地域整備計画の変更ということでお諮り申し上

げますが、変更の概要といたしましては、大仙市大曲企業団地整備事業に伴う除外案件１件でござい

ます。 

 大曲企業団地につきましては、令和２年７月の農業委員会におきまして第１期工事分の除外につい

てご承認いただいております。第２期分については本年３月１８日に造成工事を無事終えまして、４

区画中３区画の売渡し先が決定しているところです。 

 本案件は、残る２期、３期の工事分の除外についてですが、大仙市農村地域への産業の導入に関す

る実施計画、いわゆる農産法の実施計画の産業導入地区とすることに対しまして、７月２８日、資料

右側についておりますけれども、県の同意を得たということで、これに伴い農業振興地域からの除外

をするものでございます。 

 計画の変更に当たりましては、大変お忙しい中、地元の農業委員、また農地最適化推進委員の皆様

に署名また現地確認をいただいておりまして、７月１９日には大仙農業振興地域整備促進協議会幹事

会を開催し、計画の妥当性など、様々な要件に照らし合わせて協議を行い、やむを得ないとの判断を

しております。 

 また、市長を会長とする協議会においては、７月２０日、書面協議による全員一致での承認を得て

おります。 

 この後の案件の内容につきまして、担当の須田主査からご説明いたしますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

 お疲れさまです。担当の農業振興課の須田と申します。今日はよろしくお願いいたします。 

 大変恐縮ですけれども、座って説明させていただきます。 

 お手元の議案資料第１号の１ページから５ページ、総会議案資料の１枚目から３枚目が資料となり

ます。 

 今回の案件について、令和２年７月の農業委員会総会にて大曲企業団地の案件について説明しまし

たが、このたび第２期、３期の造成予定箇所の計画を進めるに当たり、大仙市農村地域への産業の導

入に関する実施計画の作成において、秋田県農林政策課との事前調整並びに秋田県産業集積課との本

協議の結果、第２期、第３期の造成予定箇所が産業導入地区とし計画が認められたことから、大仙市

として造成工事に取りかかるため除外するものであります。 

 変更する筆数は、田４８筆、畑３筆の合計５１筆です。面積は６万５，６４３平米になります。 

 申出地は、大曲西根字上野１７０番地外、５０筆であり、大曲企業団地の第２期、３期の造成予定

箇所であります。除外するに当たり、関係機関との協議をしながら造成予定箇所を産業導入地区とし

て設定したものであります。 

 産業導入地区として設定するに当たり、当該地域は大川西根地区の県営圃場整備事業が昭和４６年
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度から昭和５５年度に実施しており８年以上経過していることや、今後、中間管理機構の関連した圃

場整備事業等がないことなどといった農地法施行令第８条第１項第３号に規定する要件を満たすこ

とを確認し、県との協議の結果、大仙市農村地域への産業の導入に関する実施計画が認められたもの

であります。 

 以上、案件について簡単にご説明申し上げましたが、どうぞよろしくご審議の上、ご承認賜ります

ようお願いいたします。 

 

議 長 

 

 

 

 

菅原委員 

 

 

 

 

 

 

 

企業立地推

進課 

 

 

 

 

菅原委員 

 

 

 

企業立地推

進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 説明が終わりました 
 これより質疑を行います。 
 質疑ございませんか。 
 菅原委員。 

 
 １番、菅原です。 
 今、写真、図面を見させてもらっているわけですけれども、誰しもこの図面を見て、

あっと思ったかと思うんですけれども、この住宅地があるわけですけれども、この住

宅地についてはどのような処置になるのかお聞きしたいと思います。 
 それから、もう一つ、１期のほうの工事が完了して、何か売渡しというか、会社、

企業等も、もう入っているというような話でしたけれども、どのような企業が入って

いるのか、もしよければお知らせ願いたいと思います。 

 
 企業立地推進課の加藤と申します。よろしくお願いいたします。 
 ただいまの菅原委員のご質問にお答え申し上げます。 
 初めに、赤線でくくった中の住宅地の件につきましてでありますが、この住宅地に

つきましても併せて買収予定でございます。 
 これくらいでよろしいでしょうか。 
 
 すみません、買収ということは、ここに住んでいる方々は、そうすれば市のほうな

り県・国のほうで、どこかあっせんするとか、ただ出ていってもらうというわけでは

ないと思うんですけれども、そこら辺はどのようになっていますか。 
 
 こちらのほうに２軒住宅がございます。１軒につきましては空き家でございますが、

もう１軒につきましては所有者でない方が借りて住んでおられる状況です。今後、住

んでいる方と所有者とお話合いすることになりますが、住んでいる方につきましては

住居移転に関わる費用について市のほうで補償するようなことになるかと考えており

ます。 

 もう１点、第１期で整備した４区画でありますが、先ほど来ご説明申し上げており

ますが、４区画のうち３区画につきまして企業さん入居予定でございます。既に写真

で見る右下の部分、何か工事が進んでいるような写真になっておりますが、この部分

につきましては、株式会社大仙物流さんが既に４月末に市と用地の売買契約を結びま

して工事を進めております。今年の年末には事務所棟と倉庫棟を全て完成して操業を

開始する予定であります。 
 残り、もう２区画でありますが、もう２区画につきましては、まだ契約は結んでお

りませんが、市の優先交渉者として２つの企業を認定しております。 

 １つの区画、一番西側のほうですけれども、西側のほうには株式会社ダイヤさん、

こちら、主に豚舎等の資材を製造、販売している会社でございます。そちらの会社を

優先交渉者として認定しております。今後、年末ぐらいになると思いますけれども正

式な契約を結びまして、来年、恐らく春になると思いますが、春から工事に入るとい

うふうに伺っております。 
 もう一つ、いわゆる除雪センターの周りの部分、ちょっとこの写真にはありません

けれども、ここにつきましては公益財団法人秋田県総合保健事業団さんという法人が
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議 長 

 

菅原委員 

 

 

 

企業立地推

進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局長 

 

入居いたします。こちらの法人につきましては健診事業、いわゆる健康診断です。今、

美郷町の仙南庁舎に県南健診センターがありますけれども、そちらの県南健診センタ

ーがこっちの大曲企業団地のほうに移転するということで準備を進めております。こ

ちらは来年の４月に工事を始めまして、令和７年４月の操業開始予定となっておりま

す。 
 以上で説明を終わります。 
 

 もう一つ、いいですか。 
 
 はい。 
 

 この後、この図面のとおり２期、３期と進むわけですけれども、これも、ある程度

やはり大企業なり企業さんの目当てがあっての造成だと思うんですけれども、そこら

辺はどうなんでしょうか。 
 

 菅原委員のご質問にお答え申し上げます。 
 農産法上、企業が来る見込みがないと開発できないというふうになっております。

我々、様々な企業さんと交渉しております。例えば液晶パネル、いろんな機械に温度

だとか湿度だとかを表示する液晶パネルを製造している会社さんであるとか、医療機

器を製造している会社さんであるとか、そういった会社さんと数社と今交渉中でござ

いますけれども、企業さん、今コロナの影響とか円安の影響、様々な世界的な経済状

況を受けまして、進出意欲はあるものの、なかなか一歩を踏み出せないということで、

我々、粘り強く交渉しているところであります。そういった会社、結構ありますので

交渉を重ねまして、なるべく早期に企業をこちらに立地していただけるように頑張っ

ていきたいというふうに考えております。 
 
 ほかにありませんか。 

（なしの声） 
 
質疑ないようですので、これより採決いたします。 
 本案件について、原案のとおり同意することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 
 
 ありがとうございます。 
 全員賛成ですので、本案件は、原案のとおり同意することに決定しました。 

 ここで農業振興課及び企業立地推進課の職員が退席しますので、暫時休憩します。

１０時半まで休憩します。 
（農業振興課職員、企業立地推進課職員 退席） 
 

                                             (午前１０時２３分 休憩) 
 
 休憩前に引き続き会議を再開します。 
 

                                              (午前１０時３０分 再開) 
 
 次に、議案第２号の「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題としま

す。 

 
 議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請について 
   農地法第３条の規定により、下記農地の申請があったので審議を求める。 
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議 長 

 

参 与 

   令和４年８月１０日提出 
   大仙市農業委員会 会長 細谷精悦 
 

 事務局の説明を求めます。 
 
 

 

 ８ページ、３番をご覧ください。 

 農地の所在は、角間川町○○○○○○、地目が田、面積○○○平方メートル外、田８筆で計９筆、

合計面積○○○○○平方メートルです。 

 贈与による所有権移転です。 

 譲渡人は、○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○さん、７３歳。 

 譲受人は、○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○、○○○○さんです。 

 申請理由につきまして、○○さんは高齢により農業を廃止することになりました。今後、自身が所

有する農地を全て○○○に寄附したいと考え、○○さんから○○○に話を持ちかけ、話がまとまった

ものです。 

 申請地は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○にあり、入居者の農作業実習等を行うとのこと

でした。 

 なお、○○○は農地所有適格法人ではありませんが、農地法施行令第２条第１項第１号ハの規定に

より、社会福祉事業を行うことを目的とした法人が当該目的に係る業務の運営に必要な施設の用に供

する場合は、例外的に許可することができるため、許可要件を満たしていると判断いたしました。 

 

 続いて、９ページ及び１０ページの６番をご覧ください。 

 農地の所在は、大曲西根○○○○○○○○○、地目が畑、面積○○○平方メートル外、畑４筆、計

５筆、合計面積○○○○○平方メートルです。 

 新規の使用貸借権設定です。 

 貸付人は、○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○さん、９２歳。 

 借受人は、○○○○○○○○○○○○○○○、○○○さん、７２歳です。 

 申請理由につきまして、○○さんは○○さんの子の夫で、以前より申請地で大根や蕪などを栽培し

漬物用に加工していました。今回、食品衛生法の改正により漬物製造業の営業許可が必要になり、ま

た加工施設の整備のため補助金を利用するに当たり、要件として経営面積が必要なことから、使用貸

借契約を結ぶものです。 

 

 続きまして、２３ページ、１７番の説明をいたします。 

 農地の所在は、大仙市太田町国見○○○○○○○○、地目は畑、面積○○○○○平方メートル外、

畑１筆、計２筆、合計面積○○○○○平方メートルです。 

 売買による所有権移転です。 

 譲渡人は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○さん６４歳

です。 

 譲受人は、○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さん、２７歳です。 

 売買金額は総額○○○円、１０アール当たりで割り返しますと○○○○○○○○○円です。 

 申出理由といたしまして、譲渡人の○○さんは○○○○○○○○ですが、昨年１１月から子供が住

む○○○○に移住しております。そのため空き家となった家屋及び家屋に隣接する畑の処分を考えて

おりました。譲受人の○○さんは、現在、○○○○で借り家住まいをしておりますが、今月末で賃貸

契約が切れることから、以前から興味のあった野菜栽培ができ、加えて農地が隣接する戸建て家屋を

探しており、今回、不動産屋の仲介により売買に至ったものです。 

 譲受人の○○さんは、会社勤めの傍ら、今後、自家消費用の大根やジャガイモを植える予定として

おりますが、翌年からは夏野菜を中心に栽培したいと聞いております。 

 

 私からは、その他の案件についてご説明いたします。 
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 議案第２号につきましては、ただいま説明いたしました３件のほかに有償所有権移転１件、無償所

有権移転２件、賃貸借権設定の新規２件、使用貸借権設定の新規２件、更新７件がございます。 

 ２４ページから２５ページの農地法第３条の調査書をご覧ください。 

 農地法第３条第２項各号には該当しない場合、許可できることになりますが、今回は受付番号３番

の案件については第２号に該当しております。 

 ただし、農地法施行令第２条第１項第１号ハに不許可の例外を規定しており、教育、医療又は社会

福祉、福祉事業を行うことを目的として設立された法人で農林水産省令で定めるものが、その権利を

取得しようとする農地又は採草放牧地を当該目的に係る業務の運営に必要な施設の用に供すると認

められることに該当することから、結果、全て許可要件を満たしているものと考えます。 

 よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

 

議 長 

 

 

 

 

菅原委員 

 

 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

 

菅原委員 

 

参 与 

 

菅原委員 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 説明が終わりました 
 これより質疑を行います。 
 質疑ございませんか。 
 菅原委員。 

 
 １番、菅原です。 
 ちょっと知識不足で申し訳ないんですがお聞きしたいと思いますけれども、３番で

す。何か贈与になっておるようですけれども、これですが、やはり社会福祉等の関係

があるということで、贈与税等々についてはどのような形になるわけでしょうか、分

かる範囲内でいいですけれども教えていただきたいと思います。 
 
 事務局、お願いします。 

 
 贈与税に関しましては、通常の計算で○○さんにかかります。 
 
 法人は全然関係ないんだね。 

 
 はい。 
 
 分かりました。 

 
 ほかにありませんか。 
（なしの声） 

 

 質疑ないようですので、これより採決いたします。 
 本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 
（賛成者挙手） 
 

 ありがとうございます。 
 全員賛成ですので、本案件は、原案のとおり許可することに決定しました。 
 
 次に、議案第３号の「農地法第４条の規定による許可申請について」を議題としま

す。 
 
 議案第３号 農地法第４条の規定による許可申請について 
   農地法第４条の規定により、下記農地の申請があったので審議を求める。 

   令和４年８月１０日提出 
   大仙市農業委員会 会長 細谷精悦 
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議 長 

 

参 与 

 事務局の説明を求めます。 
 

 

 ２６ページ、１番をご覧ください。 

 位置図、平面図につきましては、資料１、２ページになります。 

 転用する農地は、神宮寺○○○○○○○、地目が田、面積○○方メートル外、田２筆、合計面積○

○○○○平方メートルです。 
 申請人は、○○○○○○○○○○、○○○さんです。 

 申請理由につきましては、申請人はプラスチック加工会社を経営しておりますが、今回、事業拡大

のため資材置場の拡張を計画したものになります。 

 なお、平面図東側の斜線部分の水路につきましては、内側の点線部分に付け替えることで市建設担

当課と協議が済んでおります。また、この後、農地法第５条により説明を予定しておりますが、併せ

て北側、南側部分の整備を行う予定としております。許可基準における立地基準につきましては、申

請地は宅地化が進んでいる神宮寺駅周辺からおおむね８００メートルに位置することから、農地法施

行規則第４５条第２項に規定する第２種農地と考えられます。また、第１種農地の許可基準である同

じく第３３条第４号により、この資材置場は業務上必要な施設で集落に接続していることから、立地

基準を満たしているものと判断いたしました。 

 なお、一般基準につきましては添付書類等を確認した結果、許可要件を満たしているものと判断い

たしました。 

 

議 長 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

 

議 長 

 

事務局長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事務局長 

 

 事務局の説明が終わりました 
 これより現地調査された委員から補足説明をお願いいたします。 

 案件１番についてお願いします。 
 
 ９番、齊藤です。 
 事務局と先週現地調査してまいりました。事務局の説明のとおり、隣接農地に関す

る水路に関しましては、申請地内に敷設替えをするということですので、隣接農地に

も全く問題はないものと考えます。よろしくご審議お願いいたします。 
 
 ありがとうございます。 

 
 現地調査、大変ありがとうございました。 
 それでは、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 
 

 質疑に入ります。 
 質疑ございませんか。 
（なしの声） 
 

 ないようですので、これより採決いたします。 
 本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 
（賛成者挙手） 
 

 ありがとうございます。 
 全員賛成ですので、本案件は原案のとおり許可することに決定しました。 
 
 次に、議案第４号の農地法第５条の規定による許可申請についてを議題とします。 

 
 議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請について 
   農地法第５条の規定により、下記農地の申請があったので審議を求める。 
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議 長 

 

参 与 

   令和４年８月１０日提出 
   大仙市農業委員会 会長 細谷精悦 
 

 事務局の説明を求めます。 
 

 

 ２７ページ、１番をご覧ください。 

 位置図、平面図につきましては、資料１、２ページになります。 

 所有権移転の案件です。 

 転用する農地は、神宮寺○○○○○○○、地目が田、○○平方メートル外、田２筆、合計面積○○

○○○○平方メートルです。 

 譲渡人は、○○○○○○○○○○、○○○○○さんです。 

 譲受人は、○○○○○○○○○○、○○○さんです。 

 申請理由につきましては資材置場の拡張ですが、農地法第４条で説明した内容と同様なことから、

詳細は省略させていただきます。 

 売買価格につきましては総額○○円、１平方メートル当たりに割り返しますと○○○円になります。 

 許可基準における立地基準及び一般基準につきましても、農地法第４条と同様に許可要件を満たし

ているものと判断いたしました。 

 

 次に、２番をご覧ください。 

 位置図及び配置図につきましては、資料の３、４ページをご覧ください。 

 転用する農地は、高関上郷○○○○○○○○、地目が田、面積○○○○○平方メートル、１筆です。 

 賃貸借権の設定です。 

 貸付人は、○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さん。 

 借受人は、○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○、○○○○○、○○○○さん

です。 

 申請理由につきまして、○○○○○○は漬物の製造販売をしておりますが、需要の増加に対応する

ため、収穫した大根等の燻煙加工場と、車両や資材置場の拡張を計画したものです。 

 契約期間は３０年、賃借料は合計○○円で、１平方メートル当たりに割り返しますと約○○円にな

ります。 

 許可基準における立地基準につきまして、申請地は農業振興地域内の農地で、用途区分を農業用施

設用地に変更済みであり、立地基準における許可要件を満たしているものと判断いたしました。また、

一般基準につきましても添付書類等を勘案した結果、許可要件を満たしているものと判断いたしまし

た。 

 なお、現地につきましては、７月２２日に地区担当の佐藤委員から現地確認をしていただいており

ます。佐藤委員は所要のため、本日、総会を欠席しておりますが、当案件については問題ないとして

ご意見を頂いております。 

 

 続いて、３番をご覧ください。 

 位置図及び配置図につきましては、資料の５、６ページをご覧ください。 

 転用する農地は、大曲住吉町○○○○、地目が田、面積○○○○○平方メートル、１筆です。 

 売買による所有権移転です。 

 譲渡人は、○○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○さん。 

 譲受人は、○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○、○○○○○、○○○○さんです。 

 申請理由につきまして、申請地は市街地にあり、商業施設から近いなど住環境に優れていることか

ら、分譲住宅地６区画の造成販売を計画したものです。 

 売買価格は総額○○○○円、１平方メートル当たりに割り返しますと約○○○○○円になります。 

 この宅地造成の審査につきましては一般基準による判断となります。申請地は都市計画法に規定す

る用途地域が定められており、例外的に許可することが認められております。また、添付書類等につ
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きましても農地法第５条に規定する要件を満たしており、許可相当と判断いたしました。 

 

 次に、２８ページ、４番をご覧ください。 

 位置図及び配置図については、資料の７、８ページになります。 

 転用する農地は、内小友○○○○○○○○、地目が田、面積２９２平方メートル外、田１筆、合計

面積○○○平方メートルです。 

 売買による所有権移転です。 

 譲渡人は、○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さん。 

 譲受人は、○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○、○○○○さんです。 

 申請理由につきまして、○○さんは現在、妻子とアパートに住んでいますが、子の成長により手狭

となったことから、○○さんの実家に近い申請地に住宅の新築を計画したものです。 

 売買価格は総額○○○○円。１平方メートル当たりに割り返しますと約○○○○○円になります。 

 許可基準における立地基準につきまして、申請地は、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の

農地にあることから第１種農地に分類されます。第１種農地は原則許可できませんが、農地法施行規

則第３３条第４号により、この一般住宅は日常生活上、必要な施設で、集落に接続して設置されるも

のであることから、許可要件を満たしているものと判断いたしました。また、一般基準につきまして

も添付書類等を勘案した結果、許可要件を満たしているものと判断いたしました。 

 

議 長 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

議 長 

 

 

 

渡委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

 事務局の説明が終わりました。 

 これより現地調査された委員から補足説明をお願いいたします。 
 案件１番についてお願いします。 
 
 ９番、齊藤です。 

 議案３号で説明したとおり、この件につきましては補足ございません。よろしくご

審議お願いします。 
 
 ありがとうございます。 

 案件２番は、担当の佐藤敏光委員が欠席のため割愛いたします。 
 案件３番についてお願いします。 
 
 ２０番、渡です。 

 ただいま事務局が説明したとおりでありますが、参考資料の５ページでご覧になっ

て分かるとおり、実はすぐ近くに保育園があったり、あるいは前のほう、下のほうを

向くと基盤整備済みの田んぼです。正規な申請をしてきたということで、もう何とも

言えないわけなんですが、これは私の感想ですが、こんな土地こそ、こんなところこ

そ、市で先行取得すべきところだったんじゃないかなという感想です。私としては本

当に残念な申請を進め、説明しなければならないなと。実はここは除雪待機やら、そ

れから子供たちの手狭な運動の場というかな、そんなところもないことなので、ああ、

こんなところこそ市のほうで先行取得すれば、もっともっと先のほうに希望があった

んじゃないかな、そういったことをちょっと感想的に思いました。 
 いずれ、申請の理由あるいは等々を考えると何ら言うことはございません。どうぞ

ご審議のほど、よろしくお願いします。私の感想だけです。 
 

 ありがとうございます。 
 案件４番についてお願いします。 
 
 ２１番、伊藤です。 

 先般、７月の末に事務局さんと行って、第１種農地だということですけれども、こ

こは内小友では初めて信号ができたりした、内小友へそのところだすな。保育園あり

小学校あり旧農協ありスタンドあり交番ありと、こういうふうにして新しく増えるの
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議 長 

 

事務局長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

は本当うれしいなと、いつもこういう場所から見ればうれしいなといつも思っていま

す。１種農地についてもそういうことですので問題はないかと思いますので、よろし

くご審議のほど、お願いいたします。 

 
 ありがとうございます。 
 
 現地調査、大変ありがとうございました。 

 それでは、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 
 
 質疑に入ります。 
 質疑ございませんか。 

（なしの声） 

 

 ないようですので、これより採決いたします。 
 本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 
 
 ありがとうございます。 
 全員賛成ですので、本案件は、原案のとおり許可することに決定しました。 

 
 次に、議案第５号の「農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認

について」を議題とします。 
 

 議案第５号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認について 
   農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により、下記農用地利用集積計 
  画の決定について意見を求める。 
   令和４年８月１０日提出 

   大仙市農業委員会 会長 細谷精悦 
 
 議案第５号、案件１４番から２１番までを議題とします。 
 本案件は、○○番、○○○委員の関係議案につき、会議規則第２８条の規定により

○○委員の退席を求めます。 
（○○委員 退席） 
 
事務局の説明を求めます。 

 

 

 ３７ページから４０ページの１４番から２１番について、関連がありますので一括で説明いたしま

す。 

 ３７ページの１４番をご覧ください。 

 利用権を設定する農地は、大仙市内小友○○○○○○○○、地目が田、面積○○○平方メートル外、

田１５筆、計１６筆、合計面積○○○○○平方メートルです。 

 農地中間管理機構を活用した新規の利用権設定です。 

 利用権を設定する方は、○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さん外７名です。 

 秋田市山王四丁目１番２号、公益社団法人秋田県農業公社が借り受けます。 

 秋田県農業公社から先ほどの農地を借り受ける方は、○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○

○○○○○○○○○、○○○○○、○○○さんです。 

 期間は全て１０年間、賃借料は１０アール当たり○○円です。 

 申請理由として、現在、○○○さん個人の名義で借り受けて耕作している農地を、自身が代表を務
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める法人の名義に切り替えるものです。ただいま説明いたしました１４番から２１番につきましては、

農業経営基盤強化促進法第１８条第３項各号の要件を満たしているものと考えられます。 

 よろしくご審議くださるようお願い申し上げます。 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

参 与 

 説明が終わりました。 
 これより質疑に入ります。 
 質疑ございませんか。 

（なしの声） 
 
 ないようですので、これより採決いたします。 
 本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 
 
 ありがとうございます。 
 全員賛成ですので、本案件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

 ○○番、○○委員の入場を求めます。 
（○○委員 入場） 
 
 次に、議案第５号ですが、案件１１番から１３番については○○○○委員の関係議

案でありましたが、委員が欠席のため通常案件で繰入れいたします。 
 案件１番から１３番、２２番から３０番までを議題とします。 
 事務局の説明を求めます。 
 

 

 ３２ページ、７番をご覧ください。 

 利用権を設定する農地は、大仙市四ツ屋○○○○○○○○○、地目が田、面積○○○○○平方メー

トル外、田２筆、合計面積○○○○○平方メートルです。 

 利用権の更新になります。 

 利用権を設定する方は、○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さん外１名。 

 利用権の設定を受ける方は、○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さん。 

 設定期間は５年、賃借料は１０アール当たり○○○○○円となります。 

 理由といたしまして、この農地は水かかりが悪く、向さんからすれば耕作していただけるだけでも

よいということでこの値段となっております。 

 

 次に、３５ページ、１１番から３７ページ、１３番及び４０ページ、２２番から４６ページ、３０

番までを一括でご説明します。 

 ３５ページ、１１番です。 

 利用権を設定する農地は、大仙市高関上郷○○○○○○○○、地目は田、面積○○○平方メートル、

１筆です。 

 農地中間管理機構を活用した新規の利用権設定です。 

 利用権を設定する方は、○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さん外８名です。秋田市山王四

丁目１番２号、公益社団法人秋田県農業公社が借り受けます。 

 秋田県農業公社から先ほどの農地を借り受ける方は、○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さ

ん外９名です。 

 新規１２件、田８４筆、合計面積○○○○○○○○○○平方メートルです。 

 期間は３０番の案件を除き全て１０年、３０番は５年です。賃借料は１０アール当たり○○○○○

円から○○○○○○○円で、賃借料の違いは圃場の条件によるものです。 

 １件ごとの詳細につきましては、議案書をご確認いただきますようお願いいたします。 
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 私から、その他の案件についてご説明させていただきます。 

 議案第５号につきましては、ただいま説明いたしました１３件のほかに所有権移転５件、賃貸借権

設定の新規１件及び更新３件がございます。 

 今回の所有権移転における田の売買価格の内容につきましては、説明案件を除き１０アール当たり

○○○円から○○○○○○○○円と幅がございます。これは各地域の圃場の条件及び契約者双方の意

向及び実情を踏まえた妥当な契約金額と推察しております。 

 次に、田の賃貸借権設定の１０アール当たりの賃借料の内容でありますが、説明案件を除き、低い

ほうでは１０アール当たり○○○○○円から○○○○○○○円と幅がございます。低いほうについて

は圃場の条件が悪いことなどが考えられますが、その他、圃場等の条件や契約者双方の意向もあり妥

当な契約金額と推察しております。 

 いずれも、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと考えております

ので、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

 説明が終わりました。 
 これより質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 
（なしの声） 
 
 ないようですので、これより採決いたします。 

 本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 
（賛成者挙手） 
 
 ありがとうございます。 

 全員賛成ですので、本案件は、原案のとおり承認することに決定しました。 
 
 次に、報告第１号の農地法第６条第１項の規定（農地所有適格法人）による報告に

ついてを議題とします。 

 
 報告第１号 農地法第６条第１項の規定（農地所有適格法人）による報告について 
   下記の者から、農地法第６条第１項の規定により書類提出があったので、これ 
  を報告する。 

   令和４年８月１０日提出 
   大仙市農業委員会 会長 細谷精悦 
 
 事務局より報告願います。 

 

 

 ４７ページから４９ページをご覧ください。 

 記載の２１法人からの報告がありました。順に読み上げるところですが、総会時間の短縮のため省

略させていただきます。ご了承ください。 

 詳細につきましては、５０ページから１２０ページをご覧ください。 

 結果、全ての法人が農地所有適格法人の要件を満たしていると判断いたしました。 

 

議 長 

 

 

 

参 与 

 

 以上、報告といたします。 
 本日の日程は全て終了しました。 
 その他について、事務局から何かございませんか。 

 
 それでは、私のほうから幾つかご説明させていただきます。 
 まず、前回の総会時にお願いしました令和４年度コロナ禍における農業生産の実情
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事務局長 

 
 
 
 

 
 
 

と要望等に関するアンケート調査についてですが、その結果が判明しましたのでご説

明いたします。 
 お配りしました令和４年度コロナ禍における農業生産の実情と要望等に関するアン

ケート調査結果概要という資料をご覧いただきたいと思います。 
 令和４年７月７日から令和４年７月２６日までの間に、大仙市農業委員全２４名と

大仙市農地利用最適化推進委員全４０名を対象にアンケート調査を実施いたしまし

た。その結果、２２名の方から回答をいただくことができました。 

 各項目ごとの結果につきましては、１、経営形態について、以下それぞれ記載され

ておりますので、後でご覧いただければと思います。 
 次に、お配りしました秋田県農業委員会大会への政策提案（要望案）という資料を

ご覧いただきたいと思います。 

 この資料は、先ほどご説明しましたアンケート調査を実施した際に、皆様方から頂

いたご意見やご要望等をまとめたものでございます。様々なご意見やご要望等を頂き

ましたが、今回は主なものを選んでまとめさせていただきました。 
 また、この政策提案（要望案）を今年の１１月に行われる令和４年度秋田県農業委

員会大会へ提出する予定でございますので、どうかご了解願います。 
 農業委員の皆様方、そして推進委員の皆様方には、夏場の何かとお忙しい時期にも

かかわらずアンケート調査にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 
 続きまして、農地利用最適化交付金の交付要件の変更についてご説明いたします。 

 前回の総会で、農地利用最適化交付金の交付要件について重要な変更点を２つご説

明いたしましたが、その後、県のほうから、さらに交付要件が変更となった旨の連絡

がありましたのでご説明したいと思います。 
 まず、１つ目ですが、変更前は活動日数が月平均５日以下の場合は、該当委員への

委員の実績払いはゼロとなっておりました。それが変更後は、活動日数が月平均１日

未満の場合は該当委員への委員の実績払いはゼロというように変わりました。つまり、

これは月平均１日以上活動していれば交付金を受け取ることができるということです

ので、交付要件が緩和された形となっております。 

 続いて２つ目ですが、変更前は、月に１日も活動していない推進委員等がいる場合、

該当委員会全体への交付金はゼロという、いわゆる連帯責任の形となっておりました。

それが変更後は、月に１日も活動していない推進委員等がいる場合、該当委員会全体

への交付金はゼロという交付要件が削除されました。つまり、これは月に１日も活動

していない推進委員等がいても該当委員会への交付金は支給されるということですの

で、これも交付要件が緩和された形となっております。 
 以上、さらに変更となった交付要件２点についてご説明しましたが、いずれも交付

要件が緩和されましたので、前回の総会で決定しましたとおり、一月に１日以上活動

することを目標に活動を継続していただければよろしいかと思います。 
 最後に、毎回提出していただいております活動記録簿の詳細という欄についてです

が、その詳細の欄には詳細に書いていただける分には構わないですけれども、ほんの

一、二行程度、または箇条書でも構いませんので、きちんとご記入くださいますよう

よろしくお願いいたします。 
 私のほうからは以上です。 
 
 私から、全国農業新聞についてお知らせとお願いがございます。 

 先月、全国農業会議所の新聞業務部長が全国農業新聞の普及について、秋田県内を

巡回しまして、先ほど報告書にもありますとおり１９日に大仙市を訪問し、会長と私

が対応しております。 
 大きく２点の依頼がありました。 

 １点目は、農業委員、推進委員の新聞の未購読者をなくしてほしいということでし

た。大仙市での未購読者は９名と県内で最も多い状況でしたので、現在未購読の方に

は通知を発送して申込みをお願いしている状況です。 
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議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 ２点目は、農業法人向けに新聞の定期購読についてお知らせしてほしいということ

でした。理由としては、そこで従事している人にも回覧できることと、購読料を経費

に算入できるので負担が少なく済むとのことでした。そこで、農地所有適格法人宛て

に先週の金曜日に通知を発送しておりますので、農業委員、推進委員の皆さんの関係

する法人にも届いていることかと思います。個人で既に購読中であっても、法人でさ

らに申込みされても全く問題ございませんので、ご協力をよろしくお願いいたします。 
 以上です。 

 
 委員の皆さんから何かありませんか。 
（なしの声） 
 

 ないようですので、以上をもちまして、第２８回大仙市農業委員総会を閉会します。 
 本日はご苦労さんでした。 
 

                                              （午前１１時１１分 閉会） 

 


